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「ＪＲ連合ビジョン」の実践と
  政策の推進を通じて、
ＪＲ産業の持続的発展と
組合員の幸せを実現しよう！
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JR連合

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
２
月
２
日
、
北
九
州
市
に
お
い
て
、
第
30
回
臨
時
大
会
・
第
33
回
中
央
委
員
会
を
開
催

し
た
。
開
催
に
際
し
て
は
感
染
症
予
防
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
会
場
の
様
子
を
ラ
イ
ブ
配
信
し
、
緊

急
事
態
宣
言
下
に
あ
っ
て
も
全
国
の
仲
間
と
難
局
を
克
服
す
べ
く
意
志
統
一
を
図
っ
た
。

　

臨
時
大
会
で
は
、
機
関
会
議
の
運
営
に
関
す
る
規
約
・
諸
規
則
の
改
正
が
承
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、中
央

委
員
会
で
は
、
安
全
の
確
立
を
最
優
先
に
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
や
２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
方
針
を
含

む
当
面
の
活
動
方
針
を
、
真
摯
な
討
議
を
経
て
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
加
盟
し
た
「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
岡
メ
ン
テ
ッ
ク
労
働
組
合
」
の
神
菊
敏
士
委
員
長
と
藤
田

裕
也
書
記
長
が
出
席
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
加
盟
証
書
が
贈
呈
さ
れ
、
盛
大
な
拍
手
で
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。

神
菊
委
員
長
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
労
働
組
合
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
現
状
が
語
ら
れ
、
Ｊ
Ｒ
連
合

へ
の
総
結
集
に
向
け
た
決
意
を
会
場
全
体
で
共
有
し
た
。

を
最
優
先
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
。

　

賃
上
げ
要
求
で
は
、
ま
ず
、

年
度
初
に
お
け
る
定
期
昇
給
の

完
全
実
施
を
求
め
る
。
そ
の
上

で
、
総
合
生
活
改
善
や
格
差
是

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
中
央

委
員
会
で
内
外
に
明
ら
か
に
し

た
「
今
後
の
社
会
変
容
を
見
据

え
た
働
き
方
に
関
す
る
第
一
次

提
言
」
に
基
づ
く
働
き
方
改
革

に
も
取
り
組
み
、
産
業
の
魅
力

を
よ
り
高
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

新
規
加
盟
組
合
紹
介
で
は
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
岡
メ
ン
テ
ッ
ク

労
働
組
合
の
神
菊
委
員
長
よ
り
、

１
６
０
人
に
及
ぶ
組
合
員
の
加

入
報
告
に
加
え
、
「
コ
ロ
ナ
禍

で
職
場
に
不
安
が
広
が
っ
て
い

く
ほ
ど
、
健
全
な
労
働
組
合
と

労
使
関
係
の
重
要
性
が
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
厳
し
い

時
に
こ
そ
、
働
く
者
が
将
来
に

展
望
の
持
て
る
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

を
築
く
た
め
、
Ｊ
Ｒ
連
合
に
結

集
す
る
一
員
と
し
て
微
力
な
が

賃
金
を
「
働
き
の
価
値
に
見
合
っ

た
」
水
準
へ
と
引
き
上
げ
る
た

め
、
労
働
諸
条
件
の
改
善
原
資

の
う
ち
１
０
０
０
円
を
目
安
に

純
ベ
ア
要
求
を
行
う
こ
と
と
し

た
。

　

加
え
て
、
当
該
ビ
ジ
ョ
ン
の

提
言
に
基
づ
く
総
合
生
活
改
善

ら
努
力
す
る
決
意
で
あ
る
」
と

の
挨
拶
が
あ
り
、
満
場
の
拍
手

が
送
ら
れ
た
。

　

委
員
会
宣
言
を
採
択
後
、
荻

山
会
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
、

諸
課
題
に
一
致
団
結
し
て
取
り

組
む
決
意
を
固
め
合
い
、
会
を

締
め
く
く
っ
た
。

全
単
組
が﹁
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
﹂と
な
り

危
機
を
乗
り
越
え
よ
う

会
長  

荻
山
市
朗

　

最
優
先
課
題
で
あ
る
安
全
確
立
に

全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
前
提
に
、

コ
ロ
ナ
禍
の
危
機
克
服
に
向
け
た
当

面
の
活
動
と
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
社

会
変
容
を
見
据
え
た
取
り
組
み
の
方

針
に
つ
い
て
提
起
す
る
。

◆
危
機
克
服
の
た
め
の
緊
急
的
対
応

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
昨
年
４
月
よ
り
Ｊ
Ｒ

グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
や
、
鉄
道
や
公

共
交
通
の
安
全
性
の
発
信
な
ど
を
国

に
求
め
る
緊
急
要
請
を
繰
り
返
し
実

施
し
た
。
ま
た
、
各
単
組
と
連
携
し

て
組
合
員
の
雇
用
と
生
活
を
守
る
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
昨
秋
実
施

し
た
「
Ｊ
Ｒ
産
業
に
関
わ
る
緊
急
政

策
課
題
の
解
決
を
求
め
る
署
名
」
で

は
22
万
４
０
０
０
筆
を
集
約
す
る
こ

と
が
で
き
、
精
力
的
な
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
る
。
そ
し
て
、
11
月
25
日

の
決
起
集
会
で
思
い
を
結
集
し
、
赤

羽
一
嘉
国
土
交
通
大
臣
や
田
村
憲
久

厚
生
労
働
大
臣
等
に
署
名
を
手
交
し

要
請
を
行
っ
た
。
こ
の
運
動
に
よ
り

Ｊ
Ｒ
連
合
の
存
在
感
や
影
響
力
は
高

ま
り
、
Ｊ
Ｒ
７
社
の
連
携
を
後
押
し

し
て
、
組
織
力
、
求
心
力
を
強
化
す

る
な
ど
大
き
な
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
し
て
、
第
３
波
の
感

染
拡
大
と
再
度
の
緊
急
事
態
宣
言
に

伴
う
利
用
の
激
減
に
対
し
て
も
、
署

名
で
得
た
組
織
力
を
活
か
し
な
が
ら
、

国
会
議
員
懇
談
会
や
連
合
、
交
運
労

協
と
も
連
携
し
て
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て
の
緊
急
要
請

を
継
続
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
迎
え
る
２
０
２
１

春
季
生
活
闘
争
は
か
つ
て
な
い
厳
し

い
取
り
組
み
に
な
る
。
ま
ず
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
に
働
く
す
べ
て
の
仲
間
の
雇

用
を
守
り
、
定
期
昇
給
相
当
分
を
確

保
し
て
賃
金
水
準
を
維
持
す
る
こ
と

を
最
優
先
課
題
に
位
置
付
け
る
。
そ

達
目
標
賃
金
」
へ
の
到
達
に
最
大
限

取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
春

季
生
活
闘
争
で
は
初
め
て
Ｊ
Ｒ
７
単

組
と
グ
ル
ー
プ
労
組
の
方
針
を
統
一
し

て
提
起
し
た
。
全
単
組
が
一
丸
と
な

り
、Ｊ
Ｒ
連
合
の
総
力
を
結
集
し
て

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」で
臨
ん
で
い
く
。

◆
将
来
の
社
会
変
化
へ
の
対
応

　
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め

に
は
、
社
会
の
変
化
に
向
き
合
い
、

労
使
を
挙
げ
て
変
革
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
Ｊ
Ｒ
の

必
要
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
Ｊ

Ｒ
各
社
が
経
営
の
自
主
性
を
持
ち
、

民
間
活
力
を
発
揮
し
て
鉄
道
を
再
生
、

発
展
さ
せ
る
と
い
う
国
鉄
改
革
の
理

念
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
国
や
地

域
と
の
連
携
の
強
化
が
一
層
重
要

で
あ
る
。
各
社
の
体
力
が
低
下
す

る
中
、
最
大
限
の
自
助
努
力
を
進
め

る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
が
唱
道
す

る
「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」
の
視
点
か

ら
、
鉄
道
や
公
共
交
通
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
、
国
や
地
方
自

不
足
が
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
中
、
離

職
増
加
の
実
態
も
踏
ま
え
て
、
時
代

の
趨
勢
に
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
社

会
変
容
を
見
据
え
た
業
務
の
見
直
し

と
働
き
方
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
で
提
起
す
る
よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
は
安

定
雇
用
の
下
に
技
術
・
技
能
を
高
め
、

意
欲
を
持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
が
求
め
ら
れ
る
産
業
で
あ
る
。
有

為
な
人
材
を
確
保
し
、
人
材
育
成
を

通
じ
て
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
発
展
を

支
え
る
環
境
を
築
い
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

◆

　

苦
境
を
克
服
す
る
た
め
に
は
上
意

下
達
で
な
く
、
働
く
仲
間
が
正
し
く

危
機
感
を
共
有
し
主
体
的
に
変
革
に

臨
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に

政
策
要
求
の
実
現
に
は
、
労
使
が
連

携
し
発
信
力
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
。
難
局
に
こ
そ
、
そ
の
役
割
を
担

う
労
働
組
合
が
力
を
発
揮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

ピ
ン
チ
は
転
機
で
あ
り
、
転
機
は

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
掲
げ
る
よ
う
に
、
仲
間
の
絆

を
深
め
、
創
意
工
夫
し
な
が
ら
Ｊ
Ｒ

連
合
へ
の
総
結
集
と
健
全
な
労
使
関

係
の
確
立
に
全
力
で
取
り
組
も
う
。

の
う
え
で
、
Ｊ
Ｒ
各
社
や
グ
ル
ー
プ

会
社
で
若
手
や
中
堅
の
離
職
が
増
加

す
る
実
態
に
危
機
感
を
持
ち
、
コ
ロ

ナ
後
の
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
発
展
に

向
け
た
人
材
の
確
保
と
定
着
の
た
め

に
も
、
社
会
を
支
え
る
私
た
ち
の
働

き
の
価
値
に
見
合
っ
た
賃
金
の
実
現

や
、社
会
変
容
を
見
据
え
た
働
き
方

の
改
革
を
求
め
て
い
く
。
賃
上
げ
に

つ
い
て
は
、
連
合
方
針
に
基
づ
き
、

底
支
え
と
格
差
是
正
を
重
視
し
、
中

期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
に
定
め
る
「
必

責
任
産
別
と
し
て
、
産
業
政
策
・
労

働
政
策
の
両
面
か
ら
将
来
へ
の
提
言

を
発
信
し
、
実
践
に
取
り
組
む
こ
と

と
す
る
。

　

産
業
政
策
に
関
し
て
は
、
社
会
の

変
化
に
対
応
し
て
安
定
し
た
利
益
を

確
保
で
き
る
経
営
体
制
を
構
築
し
、

雇
用
と
生
活
を
守
る
た
め
の
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
わ
が
国

の
財
産
で
あ
る
鉄
道
産
業
を
今
後
も

磨
き
高
め
、
社
会
を
支
え
る
役
割
を

果
た
し
続
け
る
た
め
の
展
望
を
示
す

治
体
と
の
役
割
分
担
や
財
源
の
確
保

な
ど
に
関
す
る
具
体
策
を
見
出
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｊ
Ｒ
二

島
・
貨
物
に
対
し
て
も
同
様
の
視
点

か
ら
、
短
期
的
な
支
援
に
止
ま
ら
ず
、

各
社
が
経
営
自
立
を
果
た
し
な
が
ら
、

地
域
交
通
の
将
来
像
や
総
合
的
な
物

流
政
策
を
描
き
実
践
し
て
い
く
た
め

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　

労
働
政
策
に
関
し
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
一
時
的
に
雇
用
問
題
が
表
面
化

し
て
い
る
も
の
の
、
今
後
は
労
働
力

会長挨拶
（要旨）

  

２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
方
針
決
定

正
の
観
点
に
立

ち
、
労
働
諸
条

件
の
改
善
原
資

と
し
て
月
例
賃

金
総
額
２
％
相

当
分
を
求
め
る
。

さ
ら
に
、中
期
労

働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
で
設
定
し
た

必
達
目
標
賃
金

に
未
達
の
単
組

に
お
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
各
単
組
と
グ
ル
ー
プ
労
組

の
方
針
を
一
本
化
し
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
で
臨
む
。
そ
し
て
、

Ｊ
Ｒ
産
業
を
取
り
巻
く
現
下
の

危
機
的
状
況
を
踏
ま
え
、
「
Ｊ

Ｒ
産
業
に
集
う
す
べ
て
の
仲
間

の
雇
用
と
生
活
を
守
る
」
こ
と

た
。

　

続
く
中
央
委
員
会
の
議
案
で

は
、
尾
形
泰
二
郎
事
務
局
長
か

ら
こ
の
間
の
経
過
報
告
と
と
も

に
、
安
全
の
確
立
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
社
会
・
環
境
変
化
へ
の

対
応
、
２
０
２
１
春
季
生
活
闘

争
勝
利
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
実
践
を
通
じ
た
組
織
強

化
・
拡
大
、
政
策
課
題
解
決
な

ど
を
柱
と
す
る
当
面
の
活
動
方

針
が
提
起
さ
れ
た
。
11
人
の
中

央
委
員
の
発
言
で
補
強
さ
れ
、

執
行
部
答
弁
、
尾
形
事
務
局
長

の
総
括
答
弁
を
経
て
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
含
め
た
す
べ
て
の
議
案

が
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

　
２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
は
、

Ｊ
Ｒ
連
合
を
結
成
し
て
初
め
て

　

冒
頭
、
開
催
エ
リ
ア
の
単
組

を
代
表
し
た
中
原
博
徳
副
会
長

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央
執
行
委

員
長
）
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、

臨
時
大
会
・
中
央
委
員
会
両
方

の
成
立
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
議
長
に
相
良
夏
樹
中
央

委
員（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）を

選
出
し
、
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
荻
山
市
朗
会
長
の

挨
拶
の
後
、
臨
時
大
会
の
議
案

と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う

な
不
測
の
事
態
に
お
い
て
も
、

関
係
者
相
互
間
の
自
由
か
つ
闊

達
な
意
思
疎
通
を
十
分
担
保
し

つ
つ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信

等
を
活
用
し
て
機
関
運
営
を
行

う
た
め
の
規
約
・
諸
規
則
の
改

正
が
提
起
さ
れ
、
承
認
を
受
け

仲間の絆を深め、創意工夫しながらＪＲ連合への総結集と健全な労使関係
の確立に向け意志統一を図る

円滑な議事進行を担った相良議長

加盟証書を受けっとったＪＲ西日本福岡メンテック労組

第30回臨時大会・第33回中央委員会
強固な団結と健全な労使関係で難局を克服し

ＪＲ産業の明るい未来を切り拓こう

第30回臨時大会・第33回中央委員会
強固な団結と健全な労使関係で難局を克服し

ＪＲ産業の明るい未来を切り拓こう
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・
コ
ロ

ナ
禍
に

よ
り
世

の
中
の

働
き
方

〈
中
央
委
員
発
言
要
旨
〉

  
建
設
的
な
発
言
で
活
動
方
針
を
補
強

 

菊
池
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
（
青
年
・
女
性
）
】

 
添
田
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
】

 

木
村
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
】

 

吉
田
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
（
男
女
平
等
参
画
）
】

 

島
田
特
別
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
九
州
連
合
（
グ
ル
ー
プ
）
】

 

小
山
中
央
委
員
【
貨
物
鉄
産
労
】

 

武
智
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
】

 

人
見
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
北
労
組
】

 

西
原
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
西
労
組
（
自
動
車
）
】

 

松
原
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
西
労
組
】

委員会宣言
　本日、私たちはＪＲ九州ステーションホテル小倉において第33回中央
委員会を開催した。新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う経営環境の
悪化は深刻さを増しているが、ＪＲの責任産別として、加盟100単組・組
合員87,000人の強固な団結と労使関係でこの難局を克服する決意を固め合っ
た。そして、以下の重要課題に対する活動方針を満場一致で決定した。
　第一に、コロナ禍への対応では、ＪＲグループ全体で苦境を乗り越え
るため、労使挙げての自助努力を前提としつつ、昨秋の署名活動や決起
集会の成果を糧に、要請行動に継続して注力する。また、職場における
労働組合活動を停滞させないための世話役活動を後押しするとともに、
将来の社会変化を見据えた産業政策・労働政策両面の提言の策定を進め、
運動と政策をともに進化させるべく取り組む。
　第二に、安全の確立では、福知山線列車事故をはじめとする重大事故
の反省と教訓を胸に刻み、風化させることなく「安全は絶対に譲らない」
との信念を共有し、実効性のある取り組みを深度化させていく。そして、
ＪＲグループ全体での安全を確立するべく、第29回定期大会以降に発生
した痛ましい７人の方の労災死亡事故を直視し、原点である職場におけ
る安全衛生活動を、グループ会社や協力会社も含めて一層の強化を図る。
　第三に、２０２１春季生活闘争は、現下の環境を踏まえれば厳しい取
り組みになることが避けられないが、ＪＲ産業で働くすべての仲間の雇
用と生活を守るとともに、感染リスクを抱えながらもさまざまな職場で
奮闘し社会的使命を果たし続けている仲間が希望を持って働き続けられ
るために、諸労働条件を「中期労働政策ビジョン」で掲げる「働きの価
値に見合った」目標に到達させるべく、「ＯＮＥ ＴＥＡＭ」で統一闘争
を展開する。
　第四に、組織の強化・拡大については、ＪＲ連合運動の羅針盤である
「ＪＲ連合ビジョン」を実践し、ＪＲ産業で働く仲間の総結集をめざす。
コロナ禍においても各単組の世話役活動の活性化を支援し、組合員の声
に基づく労使協議を充実させることで労使関係をさらに強化し、会社の
真のパートナーとしての存在感を高めていく。加えて、民主化闘争の完
遂やグループ会社における組織化を通じ、組織拡大の取り組みを一層強
化する。
　第五に、ＪＲ産業が将来にわたり持続的に発展していくために、取り
巻く経営環境を踏まえ、個別労使では解決できない政策課題の解決にむ
けて、ＪＲ連合が関係主体と連携し、能動的に解決に向け取り組む。と
りわけＪＲ北海道、ＪＲ四国、ＪＲ貨物の課題は、「チーム公共交通」、
「チーム地域共創」の形成を念頭に、支援策のあり方を巡る議論の深度
化を図る。
　ＪＲ連合は、ＪＲ産業に集うすべての仲間の明るい将来のために、取
り巻く社会構造の変化を冷静かつ客観的に捉え、柔軟な発想に基づき関
係主体と胸襟を開いて語り合い、自らの力で未来を切り拓いていく決意
である。
　以上、宣言する。
　2021年２月２日

日本鉄道労働組合連合会
第33回中央委員会

言
し
た
い
。
青
年
・
女
性
委
員

会
世
代
の
仲
間
づ
く
り
の
活
動

は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
こ
の

状
況
下
に
お
い
て
も
で
き
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
方
法
を
模
索

し
て
実
施
す
る
。

は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
が
、

青
年
・
女
性
委
員
会
世
代
が
今

後
も
Ｊ
Ｒ
産
業
で
長
く
安
心
し

て
働
く
た
め
に
、
子
育
て
中
の

組
合
員
も
含
め
誰
も
が
働
き
や

す
い
労
働
環
境
を
つ
く
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
一
層
の
取
り

組
み
強
化
を
お
願
い
し
た
い
。

・
現
在
、
青
年
・
女
性
委
員
会

の
活
動
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中

止
、
延
期
が
相
次
い
で
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
11
月
に

は
電
力
総
連
青
年
委
員
会
と
産

別
を
越
え
た
意
見
交
換
会
を
行

い
、
改
め
て
仲
間
づ
く
り
の
大

切
さ
を
実
感
し
た
。
５
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

も
今
ま
で
の
や
り
方
に
と
ら
わ

れ
ず
、
今
で
き
る
最
大
限
の
方

法
で
開
催
し
た
い
。
協
力
を
お

願
い
す
る
。

・
Ｊ
Ｒ

東
日
本

は
、
昨

年
９
月

に
赤
字

の
通
期
連
結
業
績
予
想
を
発
表

し
、
今
年
１
月
下
方
修
正
し
た
。

２
年
連
続
の
赤
字
は
是
が
非
で

も
回
避
し
た
く
、
こ
の
間
の
Ｊ

Ｒ
連
合
の
要
請
行
動
や
署
名
活

動
に
は
大
き
な
価
値
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

・
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
困
難

な
状
況
を
乗
り
越
え
る
た
め
、

11
月
に
雇
用
を
守
り
、
会
社
の

維
持
・
発
展
に
向
け
た
「
会
社

と
共
に
！
～
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お

け
る
真
の
変
革
に
向
け
て
～
」を

発
出
し
、
３
つ
の
改
革
「
社
員

の
意
識
改
革
」「
職
場
改
革
」「

労
使
改
革
」
を
提
起
し
た
。
グ

ル
ー
プ
会
社
を
含
む
社
員
と
そ

の
家
族
を
守
る
た
め
、
労
使
が

一
体
と
な
り
、
職
場
に
は
び
こ

る
一
体
感
と
危
機
感
の
欠
如
、そ

し
て
空
虚
感
を
一
掃
す
る
取
り

組
み
を
断
行
す
る
決
意
で
あ
る
。

そ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
健
全

で
強
固
な
労
使
関
係
を
構
築

し
、
早
期
に
組
織
拡
大
へ
と

繋
げ
る
。

強
化
す

る
。

・
昨
年

11
月
に

開
催
さ

・
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

予
防
対
策
と
、
そ
れ
に
関
わ
る

諸
経
費
へ
の
補
助
な
ど
、
関
連

す
る
政
策
課
題
の
解
決
に
向
け
、

Ｊ
Ｒ
連
合
、
地
方
交
運
労
協
と

連
携
を
密
に
し
て
取
り
組
み
を

れ
た
決
起
集
会
は
、
Ｊ
Ｒ
産
業

に
働
く
す
べ
て
の
仲
間
の
Ｊ
Ｒ

連
合
へ
の
総
結
集
を
め
ざ
し
て

策
定
さ
れ
た
「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
中
で
示
さ
れ
た
６
本
の

行
動
指
針
を
、
ま
さ
に
実
践
し

た
も
の
だ
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
九
州
連

合
と
し
て
も
、
引
き
続
き
コ
ロ

ナ
禍
に
関
わ
る
諸
課
題
へ
の
対

応
と
あ
わ
せ
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
浸
透
に
取
り
組
み
、

継
続
し
た
組
織
拡
大
に
向
け
た

活
動
を
強
化
す
る
。

・
２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
は
、

非
常
に
厳
し
い
交
渉
と
な
る
こ

と
を
覚
悟
し
つ
つ
も
、
賃
金
実

態
調
査
の
結
果
か
ら
若
年
層
、

高
年
齢
者
を
中
心
に
必
達
目
標

賃
金
に
は
到
達
し
て
お
ら
ず
、

賃
金
を
は
じ
め
と
し
た
諸
労
働

条
件
の
改
善
に
向
け
し
っ
か
り

と
交
渉
す
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
に
は
、

持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
維
持
・
確
立
と
い
う

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
に
与
え
ら
れ
た

使
命
を
果
た
し
て
い
く
た
め
の

緊
急
措
置
に
、
継
続
し
て
尽
力

願
い
た
い
。

・
２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
は
、

Ｊ
Ｒ
産
業
を
代
表
す
る
責
任
産

別
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
連
合
の
運
動
方

針
に
賛
同
し
、
す
べ
て
の
労
働

者
が
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
む
決
意
で
あ
る
。

・
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
昨
年
８
月
、

２
人
が
亡
く
な
る
交
通
死
亡
労

働
災
害
事
故
が
発
生
し
た
。
原

点
で
あ
る
職
場
か
ら
、
対
話
や

課
題
提
起
に
よ
り
安
全
の
確
立

を
進
め
る
。

・
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
自
立
の

実
現
に
向
け
た
昨
年
11
月
の
決

起
集
会

は
、
Ｊ

Ｒ
７
社

の
経
営

幹
部
が

初
め
て
顔
を
揃
え
、
大
変
価
値

の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。
結
果

と
し
て
今
後
10
年
間
の
支
援
策

が
閣
議
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
繋

が
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
取
り
組
み

に
感
謝
す
る
。

・
昨
秋
の
緊
急
署
名
で
は
、
多

く
の
他
労
組
組
合
員
か
ら
協
力

を
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
政
策

課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
組
織
拡
大

を
成
し
遂
げ
た
い
。

・
昨
年

８
月
、

協
力
会

社
社
員

が
作
業

中
に
交
通
事
故
で
亡
く
な
る
労

災
が
発
生
し
た
。
グ
ル
ー
プ
を

含
め
事
故
を
引
き
起
こ
さ
せ
な

い
職
場
風
土
づ
く
り
に
組
織
を

挙
げ
て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
。

・
昨
秋
に
取
り
組
ん
だ
緊
急
署

名
で
は
、
グ
ル
ー
プ
労
組
を
合

わ
せ
組
合
員
数
の
12
倍
を
超
え

る
３
万
７
０
０
０
筆
を
集
約
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
支
援
策
を

実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
、
自
分
た

ち
の
労
働
条
件
は
も
と
よ
り
、

四
国
の
移
動
の
足
が
守
れ
な
く

な
る
と
い
っ
た
課
題
を
、
組
合

員
一
人
ひ
と
り
が
認
識
し
最
大

限
取
り
組
ん
だ
成
果
で
あ
る
。

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
来
年
度

以
降
の
支
援
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
。こ
の
間
の
Ｊ
Ｒ
連
合
の
取

り
組
み
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
す

る
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措

置
の
延
長
を
は
じ
め
と
す
る
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

お
願
い
す
る
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
も
、

来
る
衆
議
院
選
挙
で
は
積
極
的
な

運
動
を
展
開
す
る
決
意
で
あ
る
。

・
昨
年
、
19
年
ぶ
り
に
賃
金
改

善
が
図
ら
れ
た
が
、
中
期
労
働

政
策
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
る
必
達

目
標
は
達
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、

２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
で
は

厳
し
い
現
状
を
認
識
し
つ
つ
も
、

賃
金
を
働
き
の
価
値
に
見
合
っ

た
水
準
へ
と
引
き
上
げ
る
べ
く
、

グ
ル
ー
プ
労
組
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
決
意
で
あ
る
。

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
男
女
平

等
参
画
推
進
委
員
会
や
連
合
の

中
央
女
性
集
会
も
ウ
ェ
ブ
を
活

用
し
た
リ
モ
ー
ト
会
議
と
な
っ

た
が
、
活
発
な
意
見
交
換
が
で

き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
昨
年

ろ
が
大
き
く
、
今
後
も
人
数
や

場
所
を
考
慮
し
な
が
ら
女
性
役

員
同
士
の
対
話
の
場
を
設
け
て

も
ら
い
た
い
。

・
Ｊ
Ｒ
連
合
男
女
平
等
参
画
推

進
計
画
に
つ
い
て
、
次
期
第
４

か
ら
構

築
し
て

き
た
人

脈
に
よ

る
と
こ

次
計
画
の
策
定
が
迫
っ
て
い
る

が
、
数
値
目
標
だ
け
で
は
な
く
、

コ
ロ
ナ
禍
を
転
機
に
議
論
が
進

ん
だ
テ
レ
ワ
ー
ク
や
フ
レ
ッ
ク

ス
な
ど
、
働
き
方
の
選
択
肢
を

増
や
し
、
様
々
な
世
代
が
働
き

や
す
い
制
度
と
し
て
定
着
す
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

・
Ｊ
Ｒ
連
合
の
組
織
人
員
の
２

割
近
く
は
女
性
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ

産
業
の
責
任
産
別
で
あ
る
Ｊ
Ｒ

連
合
の
執
行
部
へ
、
女
性
比
率

に
応
じ
た
女
性
執
行
委
員
の
選

出
を
め
ざ
し
た
い
。

・
コ
ロ
ナ
禍
で
バ
ス
事
業
が
苦

境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
が
、
一

時
的
な
災
害
と
違
っ
て
需
要
が

元
に
戻
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

機
関
で
あ
り
な
が
ら
規
制
緩
和

で
体
力
を
消
耗
し
て
き
た
経
緯

な
ど
も
考
慮
す
る
と
、
引
き
続

き
Ｊ
Ｒ
連
合
に
政
策
の
取
り
組

み
を
求
め
た
い
。
自
動
車
連
絡

会
と
し
て
も
政
治
力
を
発
揮
す

る
た
め
に
衆
議
院
選
挙
の
必
勝

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

・
バ
ス
事
業
は
、
従
前
か
ら
基

本
給
が
低
く
、
手

当
に
依
存
し
て
き

た
。
そ
の
た
め
、

休
業
協
定
で
基
準

内
賃
金
の
１
０
０

％
が
保
障
さ
れ
て

も
非
常
に
苦
し
い

状
況
に
あ
る
。
２

０
２
１
春
季
生
活

闘
争
は
厳
し
い
環

境
だ
が
、
闘
う
姿

勢
を
し
っ
か
り
と

示
し
て
い
く
。

構
造
改

革
が
必

要
に
な

る
。
指

定
公
共

発言に対し真剣に耳を傾ける中央委員

・
安
全
の
確
立
に
つ
い
て
は
、

意
識
の
定
着
や
深
度
化
に
ま
だ

余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
労
使

と
も
に
そ
の
現
実
を
重
く
受
け

止
め
、
会
社
に
対
し
Ｊ
Ｒ
貨
物

連
合
と
し
て
の
具
体
的
な
提
言

を
行
っ
て
い
く
。

・
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
で

挑
む
方
針
に
賛
同
し
、
貨
物
鉄

産
労
と
グ
ル
ー
プ
労
組
は
同
じ

ベ
ア
要
求
額
を
設
定
し
、
Ｊ
Ｒ

産
業
内
の
格
差
是
正
を
根
拠
に
、

機
関
車
の
ご
と
く
今
春
季
生
活

闘
争
を
牽
引
し
て
い
く
覚
悟
で

あ
る
。

・
昨
秋
の
決
起
集
会
に
お
け
る

政
労
使
の
枠
組
み
が
、
完
全
民

営
化
に
は
政
策
課
題
の
解
決
が

不
可
欠
な
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
と
っ
て

は
得
策
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の

こ
の
間
の
取
り
組
み
に
感
謝
申

し
上
げ
る
。
今
年
の
衆
議
院
選

挙
に
は
政
策
実
現
の
た
め
積
極

的
に
取
り
組
む
。

・
グ
ル
ー
プ
労
組
で
は
、
着
々

と
組
織
拡
大
が
進
ん
で
い
る
。

新
人
事
制
度
や
労
働
条
件
向
上

に
意
識

を
持
っ

て
建
設

的
に
取

り
組
ん

で
い
る
成
果
が
現
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
発
展
と
組

合
員
・
家
族
の
幸
せ
を
実
現
で

き
る
の
は
Ｊ
Ｒ
連
合
、
貨
物
鉄

産
労
で
あ
る
こ
と
を
、
職
場
の

仲
間
に
も
会
社
に
も
強
く
訴
え

掛
け
て
い
く
。

・
グ
ル
ー
プ
会
社
は
危
機
的
経

営
状
況
に
あ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
連
合

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

に
よ
る
応
援
や
、
命
綱
と
な
っ

て
い
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
特

例
措
置
の
延
長
に
関
す
る
要
請

行
動
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
さ

ら
な
る
支
援
策
の
拡
大
を
含
め
、

一
層
の
取
り
組
み
を
お
願
い
す

る
。

・
就
業
規
則
の
変
更
に
つ
い

て
会
社
か
ら
打
診
を
受
け
た
単

組
も
あ

る
。
不

利
益
変

更
と
も

捉
え
ら

れ
か
ね
な
い
内
容
で
あ
り
、Ｊ
Ｒ

連
合
や
エ
リ
ア
連
合
と
相
談
し

な
が
ら
慎
重
に
進
め
て
い
る
。

た
だ
、
今
後
も
想
定
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
対
応
で
あ

り
、
組
合
員
の
不
満
や
疑
問
を

解
消
し
な
が
ら
あ
ら
ゆ
る
施
策

に
納
得
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
、

健
全
で
建
設
的
な
労
使
関
係
を

基
軸
と
す
る
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総

結
集
が
必
要
で
あ
る
。

・
安
全
の
確
立
に
つ
い
て
、
福

知
山
線
列
車
事
故
か
ら
間
も
な

く
16
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
安
全
提
言

を
、
現
場
で
使
い
や
す
く
、
理

解
し
や
す
い
よ
う
改
定
す
る
予

定
に
し
て
お
り
、
さ
ら
に
活
用

し
て
い
く
。

生
活
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と

し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
春
季
生
活
闘

争
方
針
に
則
っ
た
要
求
を
確
立

し
て
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ

労
働
者
に
ふ
さ
わ
し
い
労
働
条

件
獲
得
へ
相
乗
効
果
が
発
揮
で

き
る
よ
う
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合

の
先
頭
に
立
ち
、
全
力
で
闘
っ

て
い
く
決
意
で
あ
る
。

・
昨
秋
の
緊
急
署
名
の
効
果
も

あ
り
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
特

例
措
置
が
一
旦
延
長
さ
れ
る

が
、
さ
ら
な
る
延
長
も
求
め
ら

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
公
租

公
課
の
負
担
軽
減
も
含
め
、Ｊ
Ｒ

（
３
面
に
続
く
）

・
２
０

２
１
春

季
生
活

闘
争
は
、

雇
用
と
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渡
邉
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
】

て
、
労
働
政
策
で
は
、
労
働
力

不
足
を
補
う
観
点
で
先
進
技
術

を
取
り
入
れ
、
環
境
、
賃
金
等

の
改
善
を
行
う
と
い
う
立
場
か

ら
の
提
言
と
し
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
産
業
政
策
で
は
、
人
と
人

が
会
う
尊
さ
、
価
値
観
を
重
要

視
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開

や
、
日
々
の
生
活
の
中
で
鉄
道

を
使
う
こ
と
は
日
本
に
と
っ
て

良
い
こ
と
な
の
だ
と
広
く
訴
え

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
。

な
け
れ

ば
な
ら

な
い
。

そ
の
た

め
に
は

・
２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
は
、

極
め
て
厳
し
い
交
渉
に
な
る
が
、

働
く
者
の
労
働
密
度
は
年
々
高

ま
っ
て
お
り
、
対
価
と
し
て
賃

金
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
求
め

続
け
、
各
種
労
働
条
件
も
含
め

一
歩
で
も
二
歩
で
も
前
進
を
め

ざ
す
。

・
組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
、

組
合
員
に
改
め
て
、
働
く
者
と

会
社
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る

民
主
的
な
労
働
組
合
の
存
在
が

い
か
に
大
切
か
を
伝
え
て
い
か

れ
、
今
国
会
で
審
議
と
な
っ
た
。

労
災
防
止
に
も
繋
が
る
と
考
え

ら
れ
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
取
り
組
み

に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、北

陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
の
課
題
に

つ
い
て
も
連
携
を
深
め
て
い
き

た
い
。

（
２
面
か
ら
続
く
）

連
合
に
は
課
題
解
決
の
先
頭
に

立
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
。

・
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
に
資

す
る
沿
線
地
の
一
時
使
用
や
樹

木
の
事
前
伐
採
に
関
す
る
鉄
道

事
業
法
の
改
正
が
閣
議
決
定
さ

　

国
鉄
改
革
か
ら
34
年
が
経
過
し
、

Ｊ
Ｒ
産
業
は
こ
こ
ま
で
成
長
を
遂
げ

て
き
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は
、
自

信
と
と
も
に
Ｊ
Ｒ
産
業
で
働
く
こ
と

の
安
心
を
確
か
な
も
の
に
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
、
そ
の
自
信
と

安
心
が
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
る
。

　

確
か
に
、
中
長
期
的
な
ト
レ
ン
ド

で
見
れ
ば
、
我
々
Ｊ
Ｒ
産
業
は
少
子

高
齢
化
も
あ
り
厳
し
い
状
況
に
な
る

だ
ろ
う
と
想
定
を
し
て
い
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
問
題
を

は
じ
め
と
し
た
様
々
な
政
策
課
題
に

取
り
組
ん
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
が
状
況
を

一
変
さ
せ
た
。
早
く
元
の
世
界
に
戻

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
誰
も
が
抱

く
願
望
で
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た
め

に
、
一
日
も
早
く
、
世
界
中
の
人
々

に
、
そ
し
て
日
本
中
の
人
々
に
ワ
ク

チ
ン
が
行
き
渡
る
こ
と
を
切
に
願
っ

て
い
る
。
一
方
で
、
心
配
は
必
要
な

い
と
い
っ
た
向
き
で
将
来
を
捉
え
て

い
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
Ｊ
Ｒ
産
業

に
集
う
30
万
人
の
仲
間
と
そ
の
家
族

の
生
活
を
一
手
に
預
か
る
我
々
が
、そ

の
よ
う
な
楽
観
的
な
願
望
だ
け
で
、思

考
と
行
動
を
止
め
て
い
い
の
だ
ろ
う

か
。
私
は
、
そ
う
は
思
わ
な
い
。
現

に
職
場
で
は
、
不
安
と
心
配
が
渦
巻

い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

我
々
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、こ
れ
ま
で
積
み

上
げ
て
き
た
自
信
と
、そ
し
て
安
心
、

こ
れ
を
も
う
一
度
、確
か
な
も
の
に
す

べ
く
、
考
え
、
行
動
し
て
い
く
。

▽
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応

　

ま
ず
、
Ｊ
Ｒ
産
業
が
持
続
的
に
成

長
を
遂
げ
る
道
筋
を
明
確
に
し
た
い
。

自
助
努
力
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
止
血
措
置
と
し
て
の
要
請
行
動

等
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。
そ

し
て
、
昨
秋
の
決
起
集
会
で
我
々
が

到
達
し
た
政
労
使
が
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
く
。
そ

う
や
っ
て
我
々
が
考
え
て
行
動
す
る

時
間
を
用
意
し
、
そ
の
上
で
、
将
来

を
見
据
え
た
中
長
期
的
な
政
策
論
を

展
開
し
た
い
。
そ
の
こ
と
が
、
場
当

た
り
的
で
は
な
く
、
労
働
組
合
と
し

て
の
軸
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
今
現
実
に
何
が

起
こ
っ
て
い
る
か
丁
寧
に
読
み
解
き
、

複
眼
的
な
視
線
で
将
来
を
見
通
し
、

皆
さ
ん
か
ら
様
々
な
知
見
を
提
供
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
大
会
ま
で
に
将

来
を
見
通
し
た
あ
る
べ
き
姿
を
描

く
。

▽
安
全
の
確
立

　

こ
う
い
う
ご
時
世
だ
か
ら
こ
そ
浮

き
足
立
た
ず
に
、
目
の
前
の
業
務
に

安
心
し
て
取
り
組
め
る
環
境
を
つ
く

る
。
そ
う
し
た
積
み
重
ね
に
よ
っ
て

死
亡
労
災
・
重
大
労
災
を
根
絶
さ
せ

る
決
意
で
あ
る
。
加
え
て
、
職
場
の

衛
生
活
動
に
も
非
常
に
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
。
ぜ
ひ
と
も
安
全
衛
生
委
員

会
等
の
活
動
を
展
開
し
、
会
社
に
対

し
て
労
働
者
側
と
し
て
の
発
意
を
積

極
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
。
特
に
グ
ル
ー

プ
会
社
・
協
力
会
社
な
ど
で
は
、
活

動
の
質
と
量
を
高
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

▽
２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争

　
Ｊ
Ｒ
で
働
く
仲
間
が
今
、
見
失
い

か
け
て
い
る
安
心
、
こ
れ
を
い
ま
一

度
確
か
な
も
の
に
し
た
い
。
具
体
的

な
要
求
は
、
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
で

あ
る
。
我
々
の
目
的
は
、
安
心
を

取
り
戻
す
こ
と
。
そ
の
た
め
に
方

針
を
つ
く
り
込
ん
だ
。
こ
の
根
底
に

流
れ
る
想
い
を
皆
さ
ん
と
共
有
し
た

い
。
各
単
組
で
は
、
こ
の
想
い
を
汲

み
取
っ
て
具
体
的
な
要
求
を
つ
く
り

上
げ
、
会
社
と
向
き
合
っ
て
も
ら
い

た
い
。

▽
組
織
の
強
化
・
拡
大

　

仲
間
が
今
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
、

仲
間
が
今
何
に
悩
ん
で
い
る
の
か
、

何
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
双

方
向
の
対
話
を
繰
り
返
し
て
世
話
役

活
動
を
充
実
さ
せ
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
実
践
を
通
じ
て
組
織
を

躍
動
さ
せ
て
ほ
し
い
。
確
か
に
今
、

接
点
づ
く
り
は
難
し
い
。
一
方
で
、

そ
の
手
段
に
つ
い
て
の
知
見
は
随
分

と
蓄
え
ら
れ
て
も
い
る
。
世
話
役
活

動
の
徹
底
に
よ
っ
て
組
織
は
強
化
さ

れ
、
そ
の
先
に
組
織
拡
大
が
あ
る
。

魅
力
の
あ
る
労
働
組
合
に
人
は
集
ま

る
の
で
あ
る
。

▽
労
使
関
係

　

信
頼
関
係
に
裏
打
ち
さ
れ
た
労
使

関
係
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
単
組
に
お
い
て
、
会
社
の
発
展
と

組
合
員
・
家
族
の
幸
せ
実
現
を
労
使

共
通
の
合
い
言
葉
に
置
き
、
時
に
ぶ

つ
か
り
合
い
な
が
ら
信
頼
に
裏
打
ち

さ
れ
た
労
使
関
係
を
築
い
て
い
こ
う
。

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
ど
ん
な
支
援
も
惜
し

ま
な
い
。
会
社
に
も
訴
え
た
い
。
こ

う
い
う
状
況
だ
か
ら
こ
そ
Ｊ
Ｒ
連
合
、

そ
し
て
加
盟
単
組
と
手
を
携
え
て
い

こ
う
。

◇

　

「
出
会
い　

ふ
れ
あ
い　

語
り
合

い
」
、
我
々
の
合
い
言
葉
を
胸
に
、

我
々
自
身
が
考
え
て
動
く
。
そ
し
て
、

皆
さ
ん
と
連
携
し
、
こ
の
難
局
を
乗

り
越
え
て
い
き
た
い
。
全
力
で
次
期

大
会
ま
で
突
っ
走
ろ
う
で
は
な
い
か
。

と
も
に
頑
張
ろ
う
。

を
持
っ
て
い
る
。
産
業
と
し
て

よ
り
働
き
や
す
く
す
る
こ
と
で

魅
力
を
高
め
て
い
こ
う
と
、
今

回
一
次
提
言
を
取
り
ま
と
め
た
。

大
会
に
向
け
活
発
に
、
建
設
的

な
意
見
を
も
ら
い
た
い
。

・
グ
ル
ー
プ
労
組
か
ら
の
発
言

に
あ
っ
た
通
り
、
今
後
各
社
で

不
利
益
取
り
扱
い
と
も
捉
え
ら

れ
か
ね
な
い
よ
う
な
制
度
の
見

直
し
が
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
エ
リ
ア
連
合
と
連
携
し
、

丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
全
体
で
情
報
を
共
有

化
し
て
い
く
。

務
に
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
集

中
で
き
な
い
環
境
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
安
全
は
一
つ
ひ
と

つ
の
行
動
の
積
み
重
ね
で
成
り

立
つ
の
で
、
都
度
の
注
意
喚
起

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
各

労
使
の
取
り
組
み
の
水
平
展
開

に
努
め
る
。
同
種
の
労
働
災
害

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
傾
向
も

あ
り
、
社
会
変
容
を
見
据
え
た

働
き
方
に
対
す
る
提
言
活
動
に

お
い
て
も
、
安
全
な
働
き
方
や

職
場
環
境
を
創
り
上
げ
て
い
く

た
め
の
議
論
を
重
ね
て
い
く
。

・
産
業
政
策
に
つ
い
て
、
今
の

危
機
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
が

第
一
義
に
あ
る
。
雇
用
調
整
助

成
金
に
関
し
て
は
、
緊
急
署
名

で
も
求
め
て
い
た
通
り
、
収
束

ま
で
の
間
、
特
例
措
置
を
延
長

す
る
よ
う
訴
え
て
い
く
。
一
方

で
、
現
在
国
会
で
審
議
さ
れ
て

い
る
予
算
案
や
、
も
う
既
に
予

算
と
し
て
執
行
さ
れ
て
い
る
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
ど
う
活

用
す
る
か
と
い
う
点
も
大
事
で

あ
る
。
各
単
組
で
、
エ
リ
ア
連

合
や
地
協
、
交
運
労
協
と
も
連

携
し
な
が
ら
取
り
組
め
る
よ
う
、

情
報
を
展
開
す
る
。

・
産
業
政
策
と
し
て
の
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
提
言
活
動
で
は
、
バ

ス
も
含
め
公
共
交
通
の
あ
り
方

を
し
っ
か
り
議
論
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
交
通
政
策
基
本
法

の
附
帯
決
議
は
か
な
り
踏
み
込

ん
だ
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
各

労
使
で
も
公
共
交
通
の
あ
り
方

を
議
論
し
、
提
言
に
反
映
で
き

る
よ
う
発
意
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
青
年
・
女
性
委
員
会
に
つ
い

て
、
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
は
何
よ
り

も
大
事
な
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
、

絶
対
に
中
止
し
な
い
こ
と
を
明

言
し
た
い
。
青
年
・
女
性
委
員

会
世
代
の
仲
間
づ
く
り
の
活
動

は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
こ
の

状
況
下
に
お
い
て
も
で
き
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
方
法
を
模
索

し
て
実
施
す
る
。

Ｊ
Ｒ
産
業
で
働
く
す
べ
て
の
仲
間
に

「
自
信
」
と
「
安
心
」
を　

尾
形
事
務
局
長

Ｊ
Ｒ
産
業
で
働
く
す
べ
て
の
仲
間
に

「
自
信
」
と
「
安
心
」
を　

尾
形
事
務
局
長

セット加入でパワフル補償

マイカー共済（自動車総合補償）/自賠責共済

守るのはあなた自身とマイカーです。

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済

守るのは
あなたの家族と
マイホーム

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

・
安
全
の
確
立
は
労
使
の
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
Ｊ

Ｒ
産
業
と
し
て
の
教
訓
の
抽
出

や
情
報
発
信
を
行
う
活
動
、
様
々

な
最
新
の
知
見
等
を
共
有
す
る

取
り
組
み
を
展
開
す
る
。

「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実

践
に
資
す
る
取
り
組
み
を
、
Ｊ

Ｒ
連
合
に
は
引
き
続
き
力
強
く

牽
引
し
て
も
ら
い
た
い
。
民
主

化
当
該
単
組
を
支
援
す
る
立
場

か
ら
も
、
サ
ポ
ー
ト
を
要
請
す

る
。

・
社
会
変
容
へ
の
対
応
に
つ
い

・
「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

つ
い
て
多
く
の
単
組
か
ら
発
言

が
あ
っ
た
が
、
引
き
続
き
浸
透

を
図
っ
て
い
き
た
い
。
具
体
的

に
は
、
「
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
に
組
合
員
の
福
利
厚
生
に

資
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
の
付

加
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
ふ
れ

あ
い
自
体
が
難
し
い
状
況
に
あ

る
が
、
本
日
の
ズ
ー
ム
を
活
用

し
た
ラ
イ
ブ
配
信
や
動
画
の
活

用
な
ど
、
で
き
る
こ
と
を
着
実

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

・
男
女
平
等
参
画
に
つ
い
て
、

ま
ず
、
対
話
の
重
要
性
は
強
く

認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
３

月
８
日
の
国
際
女
性
デ
ー
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
機
会
を
創
出
し
た

い
。
ま
た
、
次
期
計
画
の
策
定

で
は
、
社
会
変
容
を
見
据
え
た

観
点
や
、
女
性
役
員
の
育
成
・

登
用
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
盛

り
込
め
る
よ
う
議
論
を
重
ね
て

い
き
た
い
。

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
組
合
活

動
に
つ
い
て
、
様
々
な
工
夫
を

し
て
世
話
役
活
動
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
点
に
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。
不
安
や
不
満
の
声
を

一
つ
ず
つ
摘
み
取
り
、
そ
れ
を

労
使
の
中
で
解
決
に
向
け
て
取

り
組
み
、
あ
わ
せ
て
Ｊ
Ｒ
連
合

に
教
え
て
も
ら
い
た
い
。
そ
う

い
っ
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
組

織
強
化
・
拡
大
は
図
ら
れ
る
も

の
と
信
じ
て
い
る
。
た
だ
、
労

働
組
合
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
他
労
組
の
動

向
に
注
意
を
払
う
必
要
も
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
連
合
と
民
主
化
当
該
単
組
・

支
援
単
組
と
の
連
携
を
強
化
し

て
い
き
た
い
。

・
政
治
に
つ
い
て
、
こ
の
間
、

政
策
活
動
で
国
会
議
員
に
は
協

力
を
求
め
て
き
た
。
今
年
は
衆

議
院
選
挙
の
年
で
あ
り
、
我
々

が
協
力
し
て
い
く
機
会
で
あ
る
。

政
治
に
は
無
関
心
で
い
ら
れ
て

も
無
関
係
で
は
い
ら
れ
な
い
こ

と
を
強
く
認
識
で
き
た
か
ら
こ

そ
、
選
挙
活
動
に
繋
げ
て
い
き

た
い
。

・
今
春
季
生
活
闘
争
は
、
こ
れ

ま
で
と
違
い
計
測
不
能
な
逆
風

下
に
あ
る
。
し
か
し
、
下
を
向

か
ず
に
、
一
歩
ず
つ
前
に
進
む

こ
と
で
ゴ
ー
ル
に
近
付
い
て
い

こ
う
。
方
針
の
基
調
は
、
ま
ず
、

何
と
い
っ
て
も
雇
用
を
守
る
こ

と
。
Ｊ
Ｒ
産
業
に
は
元
々
安
心

と
い
う
強
み
が
あ
っ
た
が
、
も

ろ
く
も
崩
れ
か
け
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
各
労
使
で
議
論
を

尽
く
し
、
安
心
を
取
り
戻
す
た

め
に
も
雇
用
を
守
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
、
生
活
を
守
る

と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
賃

金
水
準
を
下
げ
て
は
な
ら
ず
、

定
期
昇
給
相
当
分
は
年
度
初
に

お
い
て
確
保
す
る
。
そ
の
上
に

立
っ
て
、
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
で
働
き
の
価
値
に
見
合
っ
た

水
準
と
し
て
設
定
し
た
必
達
目

標
賃
金
に
到
達
し
て
い
な
い
単

組
に
お
い
て
は
、
可
能
な
限
り

ベ
ア
要
求
し
て
も
ら
い
た
い
。

グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
と
て

も
で
は
な
い
け
れ
ど
ベ
ア
要
求

で
き
な
い
と
い
う
単
組
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
要

求
し
な
け
れ
ば
交
渉
で
き
ず
、

交
渉
し
な
け
れ
ば
要
求
を
実
現

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
各
労

使
の
中
で
し
っ
か
り
と
成
果
を

導
き
出
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
今
後
の
社
会
変
容
を
見
据
え

た
働
き
方
に
つ
い
て
、
各
社
で

中
堅
、
若
手
の
離
職
が
相
次
い

で
い
る
こ
と
に
強
い
危
機
意
識

・
安
全
に
つ
い
て
、
現
場
の
業

今井企画部長

中山組織部長

北村労働政策部長

中村交通政策部長

〈
執
行
部
答
弁
要
旨
〉

　

想
い
を
受
け
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
誓
う
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Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
、
２

月
５
日
、
静
岡
市
内
に
て
第
35

回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る

中
で
の
開
催
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
構
成
員
の
多
く
が
ウ
ェ

ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て

遠
隔
か
ら
参
画
す
る
中
で
執
り

行
わ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は

荻
山
会
長
、
尾
形
事
務
局
長
が

参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
鎌
田

茂
中
央
執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連

合
副
会
長
）
は
、
「
会
社
を
取

り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。
先
月
か
ら
は
一

時
帰
休
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
苦
境
を
乗

り
越
え
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
組
織
の
総
力
を
挙
げ

た
取
り
組
み
が
重
要
。
そ
の
た

め
に
、
従
前
に
も
増
し
て
各
級

機
関
・
組
合
員
と
の
意
思
疎
通

を
深
め
、
対
話
を
重
ね
、
３
年

目
と
な
る
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

Ｆ

Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ⇒

２
０
２
７
」
を

着
実
に
推
進
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
本
日
提
起

す
る
当
面
の
重
点
活
動
を
全
て

の
組
合
員
と
共
有
し
た
上
で
ユ

ニ
オ
ン
運
動
を
実
践
し
よ
う
」

と
述
べ
、
２
０
２
１
春
季
生
活

闘
争
方
針
を
は
じ
め
と
す
る
当

面
す
る
諸
課
題
に
対
し
て
真
摯

な
議
論
と
決
定
以
降
の
職
場
に

お
け
る
推
進
を
呼
び
掛
け
た
。

　

質
疑
で
は
７
人
の
中
央
委
員

か
ら
、
春
季
生
活
闘
争
、
安
全

確
立
を
は
じ
め
と
す
る
業
務
課

題
、
組
織
の
活
性
化
、
ハ
ー
ト

フ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

発
言
が
あ
っ
た
。

　

執
行
部
か
ら
丁
寧
な
答
弁
と

政
所
大
祐
書
記
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合

執
行
委
員
）
に
よ
る
総
括
答
弁

が
行
わ
れ
、
２
０
２
１
春
季
生

活
闘
争
方
針
を
は
じ
め
と
す
る

活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
第
35
回
中
央
委
員
会

  

﹁
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ⇒

２
０
２
７
﹂を
着
実
に
推
進

Ｊ
Ｒ
西
労
組
第
39
回
中
央
委
員
会

  

会
社
存
続
と
雇
用
と
生
活
を
守
る

貨
物
鉄
産
労
第
34
回
中
央
委
員
会

  

働
き
の
価
値
に
見
合
っ
た
賃
金
水
準
へ

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
第
33
回
定
期
中
央
委
員
会

  
﹃
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
３
﹄﹂達
成
へ
総
が
か
り
の
闘
い
を

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユニ
オ
ン
第
８
回
定
期
大
会・第
７
回
中
央
委
員
会

  

会
社
の
将
来
を
切
り
拓
く﹃
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
運
動
﹄を

Ｊ
Ｒ
北
労
組
第
18
回
中
央
委
員
会

  

﹁
組
織
春
闘
﹂で﹁
一
職
場
10
要
求
﹂を
実
現

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第
34
回
定
期
本
部
委
員
会

  

﹃
活
き
活
き
と
働
け
る
職
場
づ
く
り
﹄に
全
力
で

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
２
月
５
日
、

第
39
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し

た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
・

延
長
さ
れ
る
中
、
大
阪
を
メ
イ

ン
会
場
に
、
各
地
本
を
ウ
ェ
ブ

会
議
シ
ス
テ
ム
で
繋
ぐ
形
式
で
、

感
染
症
対
策
に
万
全
を
期
し
て

短
時
間
で
の
開
催
と
し
た
。

　

冒
頭
、
上
村
良
成
中
央
執
行

委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）

が
挨
拶
に
立
ち
、
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
状
況
下
で
の
中
央
委

員
会
と
し
つ
つ
、
安
全
を
は
じ

め
と
す
る
主
要
課
題
に
対
す
る

見
解
を
語
り
、
建
設
的
で
将
来

に
繋
が
る
討
議
を
要
請
し
た
。

２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
に
つ

い
て
は
﹃
年
度
初
に
お
け
る
基

準
昇
給
完
全
実
施
﹄﹃
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
要
求
見
送
り
﹄
﹃
年
間

臨
給
３
・
５
个
月
﹄
を
提
起
し
、

「
初
と
な
る
ベ
ア
要
求
の
見
送

り
は
忸
怩
た
る
思
い
。
会
社
を

存
続
さ
せ
、
雇
用
と
生
活
を
守

る
こ
と
を
最
優
先
す
る
方
針
に

理
解
を
」
と
訴
え
た
。

　

来
賓
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会

議
員
懇
談
会
所
属
の
泉
健
太
議

員
（
衆
・
京
都
３
区
）
、
岸
本

周
平
議
員（
衆
・
和
歌
山
１
区
）

か
ら
連
帯
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合

か
ら
は
中
村
鉄
平
交
通
政
策
部

長
が
出
席
し
、
昨
年
実
施
し
た

署
名
活
動
に
対
す
る
謝
意
と
雇

用
調
整
助
成
金
の
延
長
、
Ｊ
Ｒ

産
業
の
将
来
を
見
据
え
た
議
論

等
、
今
後
の
活
動
に
対
す
る
一

層
の
協
力
を
求
め
た
。

　

議
事
で
は
、
提
起
さ
れ
た
活

動
方
針
案
に
対
し
て
、
14
人
の

中
央
委
員
・
特
別
中
央
委
員
か

ら
、
安
全
確
立
に
向
け
た
取
り

組
み
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
、
中
期
経
営

計
画
の
見
直
し
へ
の
対
応
、
２

０
２
１
春
季
生
活
闘
争
、
組
織

課
題
な
ど
に
つ
い
て
発
言
が
あ

り
、
羽
野
敦
之
書
記
長
か
ら
の

総
括
答
弁
を
経
て
、
全
議
案
を

満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
２
月
５
日
、

香
川
県
宇
多
津
町
に
お
い
て
、

第
34
回
定
期
本
部
委
員
会
を
開

催
し
、
「
安
全
・
安
定
・
安
心

行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）

は
、
「
２
０
２
１
春
季
生
活
闘

争
は
極
め
て
厳
し
い
交
渉
が
想

定
さ
れ
る
が
、
要
員
確
保
や
離

職
防
止
の
た
め
に
も
﹃
人
へ
の

投
資
﹄
﹃
賃
金
改
善
﹄
が
必
要

不
可
欠
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
業

績
悪
化
を
理
由
に
賃
金
改
善
や

労
働
環
境
整
備
に
向
け
た
議
論

を
怠
れ
ば
、
人
材
基
盤
に
影
響

が
及
び
取
り
返
し
が
つ
か
な
い

こ
と
に
な
る
。
﹃
あ
る
べ
き
雇

用
と
働
き
方
﹄
や
﹃
活
き
活
き
と

働
け
る
職
場
づ
く
り
﹄
に
向
け

全
力
で
取
り
組
む
」
と
決
意
を

語
っ
た
。
ま
た
、
政
策
課
題
解

決
に
向
け
て
「
昨
年
末
の
経
営

支
援
措
置
は
、
さ
ら
な
る
経
営

努
力
も
前
提
と
な
る
。
責
任
組

合
と
し
て
労
使
で
一
致
協
力
し

目
標
を
達
成
さ
せ
る
」
と
し
た

上
で
、
来
る
衆
議
院
議
員
選
挙

へ
の
積
極
的
支
援
を
要
請
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
今
井
孝
治

企
画
部
長
が
出
席
し
、
昨
秋
実

施
の
署
名
活
動
に
お
け
る
、
組

合
員
数
の
12
倍
を
超
え
る
３
万

７
０
０
０
筆
も
の
集
約
に
対
し

御
礼
を
述
べ
た
。
続
け
て
Ｊ
Ｒ

連
合
の
当
面
の
活
動
方
針
に
つ

い
て
提
起
し
、
さ
ら
な
る
連
帯

を
訴
え
た
。

　

質
疑
で
は
、
20
人
の
発
言
が

あ
り
、
活
動
方
針
の
肉
付
け
と

と
も
に
、
職
場
か
ら
の
切
実
な

声
が
届
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

嶋
田
剛
好
書
記
長
の
総
括
答
弁

を
経
て
、
す
べ
て
の
議
案
が
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
委
員

会
宣
言
を
採
択
し
、
本
委
員
会

は
大
谷
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

輸
送
の
確
立
」

「
２
０
２
１
春
季

生
活
闘
争
」
「
政

策
課
題
解
決
」
等

の
当
面
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
意

志
統
一
を
図
っ
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に

立
っ
た
大
谷
清
執

JR東海ユニオン第35回中央委員会

ＪＲ四国労組第34回定期本部委員会

JR西労組第39回中央委員会

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
２
月
６
日
、

札
幌
市
内
で
、
第
18
回
中
央
委

員
会
を
開
催
し
、
当
面
す
る
活

動
方
針
を
決
定
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
は
、
北
村
公
次
労
働
政

策
部
長
が
出
席
し
た
。

　

昆
弘
美
中
央
執
行
委
員
長

（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）
は
冒
頭

の
挨
拶
で
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経

営
課
題
に
関
し
て
、
１
月
29
日

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
国
鉄
清

算
事
業
団
債
務
等
処
理
法
の
一

部
改
正
法
案
」
の
早
期
成
立
に
、

Ｊ
Ｒ
連
合
と
連
携
し
て
取
り
組

む
一
方
、
「
社
員
や
自
治
体
に

は
、
要
請
す
れ
ば
国
が
支
援
し

て
く
れ
る
と
い
っ
た
﹃
他
人
事
﹄

の
風
潮
が
蔓
延
し
て
い
る
こ
と

を
危
惧
。
赤
字
を
抱
え
て
企
業

が
存
続
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な

い
」
と
指
摘
し
、
﹃
Ｊ
Ｒ
二
島
・

貨
物
経
営
自
立
実
現
Ｐ
Ｔ
﹄
の

提
言
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
必

要
性
を
改
め
て
主
張
し
た
。
ま

た
、
昨
年
８
月
に
発
生
し
た
死

亡
労
災
に
関
し
て
、
「
働
く
環

境
を
見
つ
め
直
し
、
実
効
性
あ

る
安
全
対
策
の
構
築
。
誰
も
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環

境
整
備
が
必
要
」
と
の
危
機
感

を
示
し
た
。
２
０
２
１
春
季
生

活
闘
争
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
連

合
方
針
を
踏
ま
え
、
１
０
０
０

円
の
純
ベ
ア
要
求
を
行
い
、

「
一
職
場
10
要
求
」
と
と
も
に

実
現
に
奮
闘
し
て
い
く
。
そ
し

て
、「
組
織
春
闘
」と
位
置
づ
け
、

新
規
採
用
者
の
加
入
促
進
を
は

じ
め
と
し
た
組
織
拡
大
行
動
に

邁
進
し
て
い
く
決
意
を
表
明
し

た
。
さ
ら
に
、
４
月
25
日
予
定

の
衆
議
院
北
海
道
２
区
補
欠
選

挙
に
お
い
て
、
政
策
課
題
解
決

に
向
け
た
重
要
な
取
り
組
み
と

の
認
識
の
下
、
連
合
北
海
道
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
と
述

べ
た
。

　

質
疑
で
は
、
４
人
の
中
央
委

員
か
ら
、
エ
ル
ダ
ー
ス
タ
ッ
フ

社
員
の
処
遇
改
善
や
組
織
拡
大

へ
の
課
題
等
に
つ
い
て
発
言
が

あ
り
、
人
見
圭
一
書
記
長
が
答

弁
を
行
っ
た
後
、
す
べ
て
の
議

案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　

貨
物
鉄
産
労
は
２
月
７
日
、

静
岡
市
に
お
い
て
、
第
34
回
中

央
委
員
会
を
開
催
し
た
。
感
染

症
予
防
に
配
慮
し
、
各
地
を
ウ
ェ

ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
繋
い
で
の

形
式
と
な
っ
た
。

　

冒
頭
、
大
杉
正

美
中
央
執
行
委
員

長（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会

長
）は
、春
季
生
活

闘
争
方
針
と
、Ｊ
Ｒ

貨
物
が
１
月
８
日

に
公
表
し
た
「
Ｊ

Ｒ
貨
物
グ
ル
ー
プ

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
２

じ
め
と
し
た
組
織
拡
大
行
動
に

邁
進
し
て
い
く
決
意
を
表
明
し

た
。
さ
ら
に
、
４
月
25
日
予
定

の
衆
議
院
北
海
道
２
区
補
欠
選

挙
に
お
い
て
、
政
策
課
題
解
決

に
向
け
た
重
要
な
取
り
組
み
と

の
認
識
の
下
、
連
合
北
海
道
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
と
述

０
３
０
」
に
集
中
し
挨
拶
を

行
っ
た
。
春
季
生
活
闘
争
方
針

で
は
「
ベ
ア
１
０
０
０
円
を
要

求
す
る
根
拠
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の

中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲

げ
る
必
達
目
標
に
到
達
し
て
い

な
い
か
ら
。
﹃
働
き
の
価
値
に

見
合
っ
た
水
準
﹄
へ
と
賃
金
を

押
し
上
げ
、
格
差
是
正
に
取
り

組
む
」と
決
意
を
述
べ
た
。
ま
た
、

「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」

に
つ
い
て
「
会
社
は
２
０
３
０

年
の
完
全
民
営
化
を
め
ざ
し
て

い
る
が
、
政
策
的
な
課
題
は
山

積
し
て
お
り
、
政
治
的
な
取
り

組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。﹃
政
労

使
﹄
の
枠
組
み
を
よ
り
強
固
な

も
の
と
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
会
社
は
完
全
民
営
化
を

果
た
す
メ
リ
ッ
ト
を
も
っ
と
組

合
員
に
説
明
す
る
べ
き
」
と
の

経
営
自
立
実
現
Ｐ
Ｔ
と
いっ
た

政
策
の
取
り
組
み
に
留
ま
ら
ず
、

民
主
化
闘
争
の
完
遂
に
向
け
た

組
織
の
強
化
・
拡
大
に
も
活
用

さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

質
疑
で
は
、７
人
の
委
員
か
ら

春
季
生
活
闘
争
方
針
の
補
強
や
、

組
織
拡
大
に
向
け
た
決
意
な
ど
の

発
言
が
あ
っ
た
。辻
村
和
裕
書
記

長
の
総
括
答
弁
を
経
て
、す
べて
の

議
案
が
満
場一致
で
承
認
さ
れ
た
。

見
解
を
示
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、今
井

企
画
部
長
が
出
席
し
、情
勢

の
共
有
と
一
層
の
取
り
組
み

強
化
、Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
への
協

力
を
要
請
し
た
。そ
し
て
、

「
こ
の
間
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
構
築
さ
れ
た﹃
政
労
使
﹄の

枠
組
み
は
、Ｊ
Ｒ
二
島・貨
物

　
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
２
月
８

日
、
東
京
都
内
に
お
い
て
、
第

８
回
定
期
大
会
・
第
７
回
中
央

委
員
会
を
同
日
開
催
し
た
。
こ

の
間
の
運
動
を
検
証
し
、
成
果

と
課
題
を
確
認
す
る
機
関
会
議

と
し
て
、
感
染
症
予
防
に
万
全

を
期
し
た
上
で
、
本
部
・
新
潟

地
本
・
仙
台
地
本
を
ウ
ェ
ブ
会

議
シ
ス
テ
ム
で
繋
ぐ
形
式
と
し

た
。Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
荻
山
会

長
、中
山
組
織
部
長
が
出
席
し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
菅
野
一
位
中

央
執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副

会
長
）
は
、
「
多
く
の
仲
間
は

先
の
見
え
な
い
不
安
に
苛
ま
れ

て
い
る
。
こ
う
い
う
時
だ
か
ら

こ
そ
、
会
社
の
持
続
的
発
展
を

考
え
行
動
す
る
労
働
組
合
の
存

在
が
重
要
で
あ
る
。
春
季
生
活

闘
争
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

職
場
の
仲
間
に
労
働
組
合
の
必

要
性
・
将
来
性
を
語
り
掛
け
て

い
く
。
そ
し
て
、
私
た
ち
と
と

も
に
運
動
を
展
開
し
、
会
社
の

将
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と

を
全
社
員
に
求
め
る
﹃
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
運
動
﹄
を
展
開
し
た

い
」
と
力
強
い
決
意
を
語
っ
た
。

春
季
生
活
闘
争
の
要
求
内
容
と

し
て
は
、
「
定
期
昇
給
の
実
施
」

「
賃
金
を
含
め
る
労
働
諸
条
件

の
改
善
の
た
め
月
例
賃
金
２
％

を
求
め
る
」
「
グ
ル
ー
プ
会
社

社
員
の
完
全
雇
用
を
求
め
る
」

と
し
た
。

　
質
疑
は
、
事
前
に
書
面
で
本
部

へ
提
出
。
そ
の
多
く
は
最
大
の
課

題
で
も
あ
る
組
織
展
望
を
中
心

に
、
２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
・

安
全
問
題
、
さ
ら
に
身
近
な
課
題

と
し
て
職
場
実
態
が
報
告
さ
れ

た
。
議
案
は
一
括
採
択
で
、
す
べ

て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
働
く

仲
間
の
雇
用
と
職
場
の
安
全
を

守
る
べ
く
運
動
を
創
造
し
、
変

革
さ
れ
た
「
真
の
企
業
内
労
働

組
合
」
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
築
き
、

未
来
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
を

満
場
一
致
で
確
認
し
た
。

貨物鉄産労第34回中央委員会

JR北労組第18回中央委員会

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
２
月
９
日
、

福
岡
市
内
に
お
い
て
、
第
33
回

定
期
中
央
委
員
会
を
開
催
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
る

中
、
会
場
で
は
感
染
症
予
防
に

万
全
を
期
し
参
集
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
の
責
任
組
合
と
し

て
経
営
基
盤
の
確
立
と
労
働
条

件
改
善
に
取
り
組
み
、
「
中
期

労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
﹃
チ
ャ
レ

ン
ジ
２
０
２
３
﹄
」
の
目
標
達

成
に
向
け
、
純
ベ
ア
１
０
０
０

円
を
は
じ
め
と
す
る
要
求
を
実

現
す
べ
く
総
が
か
り
の
闘
い
を

展
開
す
る
こ
と
を
意
志
統
一
し

た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
中
原

博
徳
中
央
執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ

連
合
副
会
長
）
は
、
緊
急
政
策

課
題
の
解
決
に
向
け
た
昨
秋
の

署
名
活
動
や
決
起
集
会
、
数
次

の
要
請
行
動
に
よ
る
成
果
と
課

題
を
述
べ
た
上
で
、
雇
用
の
生

命
線
と
な
っ
て
い
る
雇
用
調
整

助
成
金
の
特
例
措
置
の
延
長
や
、

諸
税
や
社
会
保
険
料
な
ど
公
租

公
課
の
負
担
軽
減
措
置
の
延
長
・

拡
充
を
実
現
さ
せ
、
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
反
転
攻
勢
を
果
た
す
べ

く
「
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
と
い

う
共
通
の
課
題
に
労
使
で
取
り

組
む
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

労
働
組
合
側
か
ら
の
働
き
か
け

を
強
め
た
い
」
と
述
べ
た
。
そ

し
て
、
掲
げ
た
春
季
生
活
闘
争

方
針
に
対
し
て
は
、
「
こ
の
春

季
生
活
闘
争
に
お
い
て
、
闘
い

の
先
頭
に
立
ち
、
し
っ
か
り
と

結
果
を
出
し
て
い
く
」
と
力
強

く
決
意
を
語
っ
た
。

　
質
疑
で
は
、
ベ
ア
に
こ
だ
わ
っ

た
取
り
組
み
と
グ
ル
ー
プ
労
組

へ
の
波
及
を
求
め
る
声
が
あ
っ

た
他
、
会
社
施
策
の
課
題
、
組

織
の
求
心
力
に
係
る
課
題
な
ど

11
人
か
ら
の
発
言
が
あ
り
、
執

行
部
か
ら
の
答
弁
と
芦
原
秀
己

書
記
長
の
集
約
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
が
将
来
に
わ
た
り

希
望
の
持
て
る
企
業
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
も
組
織
の
総
力
を

結
集
し
、
組
合
員
の
負
託
に
応

え
る
運
動
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
を
満
場
一
致
で
確
認
し
た
。

JR九州労組第33回定期中央委員会

JREユニオン第8回定期大会・
第7回中央委員会
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